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「優しい
やさ

舌
した

*は 

心
こころ

の 

磁石
じしゃく

になる。」 

 
           バハオラ 

 

 

 

 

 

 

＊優しい
や さ

舌
した

とは、優しい
や さ

言葉
こ と ば

のこと 
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優しい
やさ

舌
した

 

突然
とつぜん

、血
ち

を見た
み

ような叫び
さけ

が家中
いえじゅう

に響きました
ひび

。お母さん
おかあ

が台所
だいどころ

仕事
しごと

を

放り出して
ほう  だ

寝室
しんしつ

へ駆け込みました
か   こ

。そこでシャラがリヤズの腹
はら

にまたがって彼
かれ

の

顔
かお

を引っかこう
ひ

としているのをお母さん
  かあ

は見つけました
み

。リヤズはシャラの腕
うで

を

つかんで、それを必死
ひっし

で止めよう
と

としていました。悲鳴
ひめい

をあげているのはリヤズ

ではなくシャラでした。それを見て
み

アスマは笑って
わら

いました。モナはシャラをリ

ヤズから離そう
はな

としていました。一番
いちばん

年下
としした

のアニサはベッドで泣いて
な

いました。

お母さん
  かあ

が部屋
へや

に入って
はいって

来る
く

のが分かる
わ

と、みんな動き
うご

を止めて
と

黙って
だま

しまいま

した。ただアニサ一人
ひとり

が泣いて
な

いるだけでした。「アニサ、どうしたの？」と

お母さん
かあ

が声
こえ

をあげて聞きました
ききま

。アニサは泣きながら
な

答えました
こた

。「シャラとリ

ヤズが喧嘩
けんか

しているのだもの。」お母さん
  かあ

はアニサを抱き寄せて
だ   よ

言いました。「彼ら
かれ

は大丈夫
だいじょうぶ

よ、アニサ。でも、どうして喧嘩
け ん か

になったの？」するとシャラが答えま

した。「リヤズが私のことをシミ、ソバカスと言ってからかったのよ。それから私

の髪
かみ

が縮れて
ちぢ

ピエロのような髪
かみ

だとも言った
い

のよ。」リヤズが笑いなが
わら

ら言いまし

た。「そう、だからシャラが俺
おれ

の顔
かお

を爪
つめ

で引っかこう
ひ

としたのさ。」お母さん
かあ

は

ため息
    いき

をつきながらシャラを膝
ひざ

に乗せました
の

。「リヤズの顔
かお

には前
まえ

にあなたに

引っかかれた
ひ

傷
きず

がまだ残って
のこ

いるのよ。リヤズにはあなたがどれだけ傷ついた
きず

か

は言葉
ことば

で返す
かえ

のよ。」シャラは赤い
あか

顔
かお

して泣きながら
な

答えました
こた

。「だってママ、



4 

 

リヤズは私
わたし

がどんなに注意
ちゅうい

したってからかい続ける
        つづ

のだもの。だから腹
はら

が立って
た

、

ママ…」お母さんは言いました。「リヤズ！あなたが引っかかれる
ひ

傷
きず

と同じ
おな

くらい

あなたの言葉
ことば

はシャラを傷つける
きず

のよ。アブドル・バハは、誰
だれ

でも人
ひと

の魂
たましい

を

傷つける
きず

くらいなら生まれて
う

こないほうがましだと言われているのよ。それから

優しい
やさ

舌
した

は人
ひと

を引き付ける
ひつ

磁石
じしゃく

だとバハオラが言われて
い

いるのよ。優しい
やさ

言葉
ことば

に

は人々
ひとびと

が引きつけられる
ひ 

からよ。ところで優しい
やさ

言葉
ことば

のお話
 はなし

があるのよ。そのお話
 はなし

をしてみようかな？」、「うん！」みんな叫びました
さけ

。そして、みんなお母さん
 かあ

の

まわりに集まりました
あつ

。みんなお話が大好きです。「さてと。」お母さんがお話
 はなし

を

始めました
はじ

。 

 

 昔
むかし

、あるところに二人
ふたり

の姉妹
しまい

がいました。妹
いもうと

は優しい
やさ

舌
した

の持ち主
も   ぬし

でした。彼女
かのじょ

はいつも誰
だれ

にでも優しく
やさ

心地よい
ここち

言葉
ことば

で接しました
せっ

。そして、いつも礼儀
れいぎ

正しく
ただ

て

いねいでした。姉
あね

はこれとは全く
まった

反対
はんたい

でした。姉
あね

はいつも失礼
しつれい

で嫌味
いやみ

たらたらで

した。そして、誰
だれ

にでも意地悪
いじわる

でした。ある日、妹
いもうと

は水
みず

汲み
く

に井戸
いど

へ行きました
い

。

井戸
いど

のそばで見知らぬ
みし

おばあちゃんが座って
すわ

いるのを見つけました
み

。妹
いもうと

は、そ

のおばあちゃんに丁寧
ていねい

に挨拶をしました。そのおばあちゃんはのどが渇いた
かわ

ので、

妹
いもうと

に井戸
いど

水
みず

を持って
も

来て
き

くれるように頼みました
たの

。妹
いもうと

は

そ の お ば あ ち ゃ ん に コ ッ プ 一杯
いっぱい

の 水
みず

を 丁寧
ていねい

に
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差し出しました
さ   だ

。妹
いもうと

が立ち去ろう
た   さ

としたとき、おばあちゃんは妹
いもうと

の礼儀
れいぎ

正しい
ただ

振る舞い
ふ    ま

に感謝
かんしゃ

してお礼
  れい

がしたいと言いました
い

。そのお礼
 れい

とは妹
いもうと

の口
くち

から言葉
ことば

が出る度
たび

に美しく
うつく

素晴らしい
すば

価値
かち

あるものがこぼれ出る
で

というものでした。妹
いもうと

はおばあちゃんの申し出
もう  で

を喜んで
よろこ

受けました
う

。するとどうでしょう。早速
さっそく

妹の口

から真紅
しんく

のルビーがこぼれ出
で

たではありませんか。妹
いもうと

はとても驚いて
おどろ

急いで
いそ

家
いえ

に帰り着く
かえつ

と、このことを母親
ははおや

に話しました
はな

。そこに姉
あね

もたまたま居合わせました
いあ

。

妹
いもうと

の優しく
やさ

愛らしい
あい

話し方
はな かた

で口
くち

を開く
ひら

たびに美しい
うつく

花
はな

や宝石
ほうせき

やまばゆいばかり

に光り輝く
ひか かがや

蝶々
ちょうちょう

が次々
つぎつぎ

とこぼれ出ました。これを見た姉
あね

は 妹
いもうと

に嫉妬
し っ と

して自分
じ ぶ ん

もこれにあやかろうとして井戸
い ど

のほうへ走って
はし

行きました
 い

。そこで見つけた
み

おばあちゃんに向かって
む

「ねえ、ち

ょっと、あんた。私
わたし

の妹
いもうと

にあげたプレゼントを私
わたし

にも頂戴
ちょうだい

！」おばあちゃん

は振り向いた
ふりむ

けれど、その失礼
しつれい

な姉
あね

の言葉
ことば

が聞こえない
き

振り
ふり

をしました。「ねえ、

そこのばあちゃん。私
わたし

にも魔法
まほう

をかけておくれよ。」                 

ここでお母さんは話
はなし

をやめて一
ひと

休み
やす

しました。「ねえ、みんな、このおばあち

ゃんはここで何
なに

をしたと思う
おも

？」リヤズが飛び上って
と   あが

叫びました
さけ

。「その姉
あね

をカエ

ルに変えて
か

しまったのだろう？」みんな笑って
わら

しまいました。お母さん
 かあ

が

答えました
こた

。「いいえ、違う
ちが

の。でも、それによく似た
に

ことが起こった
お

の。」お母さん
 かあ

は話
はなし

を続けました
つづ

。 
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次
つぎ

にその姉
あね

が礼儀
れいぎ

知らず
ず

の言葉
ことば

を発した
はっ

とき、姉
あね

の口
くち

からゴキブリが出て
で

きま

した。姉
あね

は悲鳴
ひめい

をあげてゴキブリを吐き出しました
は だ

。その後
    あと

も姉
あね

が汚い
きたな

言葉
ことば

を

発する
はっ

たびにウジ虫
むし

やムカデやかぶと虫
むし

などが口
くち

からこぼれ出るようになりまし

た。姉
あね

は泣きながら
な

家
いえ

に走って
はし

帰りました
かえ

。それからというもの姉
あね

がうそを

言ったり
い

汚い
きたな

言葉
ことば

を発したり
はっ

するたびに、このようなことが起きる
お

ようにな

りました。 

「それでは姉
あね

は何
なに

もしゃべらなくなったのでは？」とアスマが言った
い

ので、

みんな笑いだしました
わら

。お母さん
 かあ

がみんなに言いました。「悪口
わるくち

は心
こころ

の灯
ひ

を

消し
け

、魂
たましい

の命
いのち

までも消し去る
け   さ

とバハオラが言われて
い

いるのよ。悪口
わるくち

は一番
いちばん

良く
よ

ないのよ。だから他
ほか

の人
ひと

のことはよいことだけ言う
い

ようにしましょう。他
ほか

の人
ひと

の

良い
よ

ところを探して
さが

言う
い

ようにしましょう。ああそうそう悪口
わるくち

について面白い

お話
 はなし

があるのよ。みんな聞きたい
きき

？」「やったー。聞きたい
き

！」子供
こども

たちはみんな

叫びました
さけ

。口
くち

からゴキブリが出て
で

くるのを一番
いちばん

嫌がる
いや

アニサが「お願い
 ねが

、ママ。」

とねだりました。 

 

昔
むかし

、あるところにいつも他人
たにん

の悪い
わる

ところばかり見つけて
み

噂
うわさ

を流す
なが

女
おんな

の子
こ

がいました。ある日
ひ

、女
おんな

の子
こ

のおばあさんが訪ねて
たず

きていて、女
おんな

の子
こ

のこの様子
ようす

を見て
み

とても悲しく
かく

なってしまいました。そこでおばあさんは女
おんな

の子
こ

がその日
ひ

一日
いちにち

誰
だれ

かの悪口を言って
い

しまったら、そのたびに羽根
はね

を空
そら

に飛ばす
と

ように女
おんな

の
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子
こ

に言いました
い

。女
おんな

の子
こ

はそれはとても面白そう
おもしろ

だと思って
おも

喜んで
よろこ

羽根
はね

の入った
はい

袋
ふくろ

を持って
も

外
そと

に出ました
で

。早速
さっそく

近所
きんじょ

の犬
いぬ

のことで悪口
わるくち

を言った
い

ので、羽根
はね

を空
そら

に

吹き飛ばしました
ふ   と

。それから友達
ともだち

に他
ほか

の友達
ともだち

の洋服
ようふく

のことで悪口
わるくち

を言って
い

、また

羽根
はね

を空
そら

に吹き飛ばしました
ふ    と

。このように女
おんな

の子
こ

はその日
ひ

誰かの悪口
わるくち

を言う
い

たび

に羽根
はね

を空
そら

に吹き飛ばしました
ふ   と

。その夜
よる

、女
おんな

の子
こ

はおばあさんに空っぽ
から

にな

った袋
ふくろ

を見られる
みら

のが恥ずかしく
は

なりました。「私って、明日
あ し た

は今日
き ょ う

以上
いじょう

に

羽根
は ね

が必要
ひつよう

になってくるわ。」と女
おんな

の子
こ

が言う
い

とおばあさんが言いました
い

。「い

いえ、その必要
ひつよう

はないのよ。明日
あした

は吹き飛ばした
ふ   と

羽根
はね

を全部
ぜんぶ

拾い集めて
ひろ  あつ

袋
ふくろ

に戻す
もど

のよ。」女
おんな

の子
こ

が叫びました
さけ

。「おばあちゃん！そんなこと出来っこ
で き

ないわよ。今
いま

ごろ羽根
は ね

は街中
まちなか

に飛んで
と

いるわよ。」すると、おばあさんは首
くび

を横
よこ

に振って
ふ

言いました
い

。「そうね、お前
  まえ

が言った
い

悪口
わるくち

も同じ
おな

ね。その悪口
わるくち

は取り返し
と   かえ

の

つかない害
がい

をまき散らして
ち

しまったのだよ！」そのとき、やっと自分
じぶん

のした

ことに気付きました
きづ

。そして、自分
じぶん

の舌
した

に気
き

をつけなくてはと思いました
おも

。

お母さん
 かあ

がみんなに言いました
い

。「さあ、みんな、舌
した

は良い
よ

ことを言う
い

ため

に使う
つか

ようにとバハオラが言われた
い

ことを思い出す
おも  だ

のよ。」そのときモナが

叫びました
さけ

。「ママ、何
なに

かこげているようだわ。「ああ、そうだ、夕食
ゆうしょく

だ。」お母さん
 かあ

が叫びながら
さけ

部屋
へや

を飛び出して
と   だ

いくのを見て
み

、みんな吹き出して
ふ   だ

しまいました。 

 

              おわり 
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                 クイズ 

 １ 言葉
ことば

が磁石
じしゃく

のような働き
はたら

をするのはどんなときですか？ 

     ______________________________ 

 ２ 親切
しんせつ

な舌
した

はどうして磁石
じしゃく

のようなのでしょうか？ 

     _____________________________________________________________________ 

３ どうしてシャラはリヤズにそんなに怒って
おこ

いたのでしょうか？ 

     ______________________________ 

４ 最初
さいしょ

の物語
ものがたり

で親切
しんせつ

な舌
した

の女
おんな

の子
こ

はどうなったのでしょうか？ 

     ______________________________ 

５ 親切
しんせつ

ではない舌
した

の女
おんな

の子
こ

はどうなったのでしょうか？ 

     ______________________________ 

６ 二番目
にばんめ

の物語
ものがたり

で女
おんな

の子
こ

は羽根
はね

の入った
はい

袋
ふくろ

で何
なに

をするのでしょうか？ 

     _____________________________________________________________________ 

７ 次
つぎ

の日
ひ

この女
おんな

の子
こ

は羽根
はね

をどうするように言われた
い

のでしょうか？ 

     ______________________________ 

８ どうして女
おんな

の子
こ

は羽根
はね

を集められなかった
あつ

のでしょうか？ 

     _____________________________________________________________________ 

９ 羽根
はね

は悪口
わるくち

と同じ
おな

ようにどうなるのでしょうか？ 

     ______________________________ 

１０ 私たち
わたし

の舌
した

は何
なん

のためにあるのでしょうか？ 

     _____________________________________________________________________ 

 

 

 

 

 

 

どうでしたか？全部
ぜんぶ

答えられました
こた

か？ 

 

答え
こた

は両親
りょうしん

のページにのっています。  
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親切
しんせつ

な舌
した

の工作
こうさく

 

  

材料
ざいりょう

 

紙
かみ

、粘土
ね ん ど

 

絵の具
え   ぐ

 

絵筆
えふで

 

赤い
あか

模造紙
もぞうし

 

のり 

宝石
ほうせき

、花
はな

、蝶 々
ちょうちょう

などの可愛いシー

ル、または、ゴキブリ、ムカデ、毛虫
け む し

など何
なに

か気持ち
き も

悪い
わ る

もののシール

作り方
つく かた

 

１ 紙
かみ

粘土
ねんど

を丸めて
まる

ボール（顔
かお

）を

作る
つく

。 

２ ボールの真ん中
ま  なか

をつまんで鼻
はな

を作り
つく

、絵筆
えふで

で目
め

を描く
か

。 

３ 他
ほか

の粘土
ねんど

で耳
みみ

と髪
かみ

を作る
つく

。 

４ ボールに穴
あな

をあけて口
くち

と唇
くちびる

を作る
つく

。 

５ 顔
かお

を乾かして
かわ

いる間
あいだ

に赤い
あか

模造紙
もぞうし

で長い
なが

舌
した

を作る
つく

。 

６ 何
なに

か可愛い
かわい

ものを舌
した

に糊付け
のりづ

する。 

７ 何
なに

か気持ち
きも

悪い
わる

ものをもう

一つ
ひと

の舌
した

に糊付け
のりづ

する。 

８ 顔
かお

や髪
かみ

に色付け
いろづ

する。 

９ 出来上がった
できあ

顔
かお

に舌
した

を糊付け
のりづ

する。
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aから bへ…. 

bから cへ…. 

点
てん

をつなげて何
なに

が見えます
み え ま す

か？  
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皆
みな

の写真
しゃしん

  

   

    

 

http://photo2.walgreens.com/viewsharedphoto/p=46831244091975881/l=494948007/g=33441230/cobrandOid=1009/otsc=SYE/otsi=SPIC
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みんなの工作
こうさく
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両親のページ 

  私たちの周りの子供に優しく親切で正直な舌を持つように望むなら、私たち大人が模範

を示さなければいけません。子供は最高のコピー機です。しゃべるのも私たち大人の真似

をします。私たち大人は常に子供の前でしゃべるときは気をつけなければいけません。お

互いに尊敬し合い、礼儀正しくしなければいけません。大人の大声やきつい声よりも優し

い声で子供のマナーを正すことが出来るはずです。また決して他の人やましてや子供も知

っている人の悪口を言うのは止めなければいけません。というのも子供は大人の真似をす

るだけでなく、さらに悪いのは両親、祖父母、先生、社会のリーダーなどを尊敬しなくな

ります。 

  子供の前で誰かの悪口を言えば子供の魂の灯を消し去るばかりか、子供がその人や他の

大人との絆を永遠に失い、誰も信じられなくなると、神の大業の翼成者、フェイズィー氏

はおしゃっています 。 

                                        

「悪口は心の灯を消し、魂の命を滅ぼすものなり。」 

                           バハオラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クイズの答え 

１）優しい言葉であるとき。２）人を引き付ける力があるから。３）リヤズがシャラをからかったか

ら。４）口からきれいなものが出てきました。５）口からきたないものが出てきました。６）人の悪

口を言ったときに袋に入った羽根をばらまきました。７）羽根を全部袋に戻すように言われました。

８）羽根はどこに飛んで行ったかわからないから。９）羽根はあちこちに飛んでいってしまって、悪

口と同じように元に戻ません。１０）舌はみんながする良いことを言うためにあります。 
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